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１ 研究の概要 

半導体加工技術を用い、表面プラズモン共鳴（SPR）による化学量計測を実現する小型半導体セ

ンサを構成し、その実用化検証を行った。 

 

２ 研究の目的と背景 

従来、大型の光学系が必要で小型化に困難があったSPRセンサを、半導体で構成することでワン

チップ化することが最終目標である。現在、半導体型のSPRセンサの基礎技術は確立しており、性

能向上と化学量センシングへの適用をはかる。これにより、ポストコロナ社会での衛生管理やヘ

ルスケア完成に貢献することを目指する。 

 

３ 研究内容（https://kanlab-uec.amebaownd.com/posts/56828666） 

半導体基板にMo膜を挿入した金膜グレーティングを構築することで、半導体表面でのSPRの安定

的な電流測定を可能とした。流路構造と統合することで、測定対象の溶液を連続的に流しながら

SPR測定できる技術基盤を構築し、タンパク質などの測定可能性を確かめた（図参照）。また、将

来的なセンサ上の分子認識膜の構成のためにDNAアプタマー選抜技術(ARCaDia法)を開発し、短

期間で高精度な分子認識材料を獲得できる基盤を構築した。 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるか―展望 

小型高機能ヘルスケアデバイスとして、家庭や野外での簡便な化学量測定を実現する技術の実

現につながる。 

 

 

図：流路と統合した SPR センサ 



５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

SPRを生じる薄膜金属構造を半導体上に構成することで、SPRの応答を電気的に検出する技術を

ベースに電通大菅研究室では新しいセンサの研究開発を進めている。その中で、この技術のケミ

カルセンサへの展開は、新しいラベルフリーセンサを実現するものであり、大きな重要性がある。

このセンサの電子デバイスとしての実現に10年程度取り組んでおり、この回の研究はセンサの本

格的な化学量測定への応用に取り組んだものと位置付けられる。 
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７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

小型SPRデバイスユニットの試作と実機検証を実現。 

   

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

特になし。 

 

８ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 電気通信大学大学院情報理工学研究科 

（デンキツウシンダイガクダイガクインジョウホウリコウガクケンキュウカ） 

住    所： 〒182-8585 

東京都調布市調布ヶ丘一丁目5番1号 

担  当  者： 教授 菅 哲朗（カン テツオ） 

担 当 部 署： 機械知能システム学専攻（キカイチノウシステムガクセンコウ） 

E-mail  ：tetsuokan@uec.ac.jp 

URL    ：https://kanlab-uec.amebaownd.com/posts/56828666 

     ：http://www.ms.mi.uec.ac.jp/ 

 


